
【第５回】　法規　A-⑤ 第一級アマチュア無線技士通信教育講座

　ジャンル 条項 等

3 　目的・定義 電波法（第2条）

4 　無線局の免許 電波法（第5条）

2 　無線局の免許 電波法（第8条・第9条）

3 　無線局の免許 電波法（第18条第1項）

2 　無線設備 電波法（第31条・第37条）/施行規則（第11条の3）

4 　無線設備 施行規則（第4条の2）

1 　無線設備 設備規則（第15条）

4 　無線設備 施行規則（第23条）

3 　運用 電波法（第52条～第55条・第110条）

1 　運用 運用規則（第19条の2第2項）

4 　運用 運用規則（第127条の3・第261条）

3 　運用 運用規則（第14条・第18条・第26条）

1 　運用－モールス符号 運用規則（第12条・第13条・別表第1号・別表第2号）

3 　運用－モールス符号 運用規則（第12条・第13条・別表第1号・別表第2号）

1 　運用－モールス符号 運用規則（第12条・別表第1号）

2 　運用－モールス符号 運用規則（第12条・別表第1号）

3 　監督・罰則・業務書類 電波法（第72条）

4 　監督・罰則・業務書類 電波法（第79条）

2 　監督・罰則・業務書類 電波法（第82条）

4 　監督・罰則・業務書類 施行規則（第39条）

2 　通信憲章及び無線通信規則 無線通信規則（第5条）

1 　通信憲章及び無線通信規則 国際電気通信連合憲章（第37条）

1 　通信憲章及び無線通信規則 無線通信規則（第15条）

3 　通信憲章及び無線通信規則 無線通信規則（第19条）
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　※合格点は105点以上
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問題番号 正　答
ズバリ合格第一級アマチュア無線技士問題集

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

A-18

A-7

A-8

電波法（第19条）

B-2 　無線設備 設備規則（第20条・第22条）

B-3 　運用 運用規則（第257条・第258条・第259条・第260条）

　無線局の免許

A-21

A-22

A-23

A-24

B-1

B-6 　通信憲章及び無線通信規則 無線通信規則（第18条）

B-4 　運用－モールス符号 運用規則（第12条・別表第1号）

B-5 　無線従事者 施行規則（第38条）/従事者規則（第50条・第51条）



【第５回】　無線工学　A-⑤ 第一級アマチュア無線技士通信教育講座

　ジャンル 掲載ページ 問題番号 等

4 　電気物理 別紙解説参照

2 　電気物理 別紙解説参照

3 　電気回路 別紙解説参照

2 　電気回路 ○P47問題21

2 　電気回路 別紙解説参照

3 　半導体・電子管 別紙解説参照

3 　半導体・電子管 P56問題12類

1 　電子回路 別紙解説参照

2 　電子回路 P67問題7

3 　電子回路 P70問題13類

5 　送信機 別紙解説参照

3 　電子回路 〇P71問題16

2 　電子回路 P76問題25類

1 　受信機 P97問題4

1 　受信機 別紙解説参照

2 　電源 〇P112問題6

2 　電源 別紙解説参照

4 　空中線及び給電線 別紙解説参照

3 　空中線及び給電線 〇P134問題22

3 　電波の伝わり方 別紙解説参照

5 　空中線及び給電線 P135問題23

4 　送信機 P90問題17

4 　電波の伝わり方 P150問題23

2 　測定 別紙解説参照

3 　測定 P161問題12
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　※合格点は105点以上 ○が付いているものは解説のある問題です

解説のない問題は、問題文をしっかり覚えましょう

　電気物理 P18問題10

　半導体・電子管

　受信機

P56問題14

P98問題7

ズバリ合格第一級アマチュア無線技士問題集
問題番号 正　答
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　電波の伝わり方 別紙解説参照

　測定 P162問題15
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問題
番号 解　　説

一アマA-⑤　別紙解説

A-1 電界の強さを求めるには、求める点に単位正電荷（＋1〔C〕）を置いたときのクーロン
力を計算する。P点における点Aの電荷による電界EAの方向は右向きになる。P点の
電界が零になるには EAと同じ電界EBが左向きになければならないので、点Bの電荷
xはマイナスでなければならない。
右向きの電界を＋、左向きの電界を－とする。

BA
＋9〔C〕 －x〔C〕

PEB EA

1〔m〕 2〔m〕

点Aの電荷による P点の電界強度EAは右方向で次のようになる（kは定数）。

EA＝k
9×1

＝k
9
＝k ……①

（1＋2）2 9

同様に、点Bの電荷による P点の電界強度EBは左方向で次のようになる。

EB＝－k
x×1

＝－
kx

……②
22 4

式①と式②が等しくなるとき、電界強度が零になるので、 

k＝－
kx

……③
4

式③より、

1＝－
x

……④
4

式④より、x＝－4〔C〕

A-2 点Pの磁界の強さ Hは、

ΔH＝
IΔl

sin45°＝
IΔl

×
1
＝

IΔl
〔A/m〕

4πr 2 4πr 2 2 4 2πr 2

sin45°＝
1
である。

2
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問題
番号 解　　説

A-3 解説図のコンデンサの両端の電圧を VCDとすると、静電容量が C＝3〔μF〕、コンデン
サに蓄えられた電荷が Q＝6〔μC〕であるので、

VCD＝
Q
＝

6×10－6

＝2〔V〕
C 3×10－6

CD間にある 4〔kΩ〕の抵抗に流れる電流 I4は、

I4＝
2
＝0.5×10－3〔A〕

4×10 3

BC間にある 4〔kΩ〕の抵抗にも同じ電流 I4が流れるので、BD間の電圧VBDは、
VBD＝（4×10 3＋4×10 3）×0.5×10－3＝8×10 3×0.5×10－3＝4〔V〕

よって、8〔kΩ〕の抵抗に流れる電流 I8は、

I8＝
VBD ＝

4
＝0.5×10－3〔A〕

8×10 3 8×10 3

抵抗Rに流れる電流 Iは、
I＝I4＋I8＝0.5×10－3＋0.5×10－3

＝1×10－3〔A〕
抵抗Rの両端の電圧VABは、

VAB＝12－VBD＝12－4＝8〔V〕
したがって、

R＝
VAB ＝

8
＝8×10 3〔Ω〕＝8〔kΩ〕

I 1×10－3

A-5 回路のスイッチ SをON（回路の電流 iが時間 tについて変化）すると、その電流によっ
てコイルを貫く磁束も変化し、コイルの両端に生じる電圧は L

di
dt になるので次式が

成立する。

L
di
＋Ri＝V ……①

dt

式①から電流を求めると次式になる（式①の微分方程式を解く必要があるので割愛）。

i＝
V（1－e

－ R
t

L ）R

A-6 電気的特性が同一のダイオードを 2個直列に接続した場合、1個のときに比べて電流
は変わらず、ダイオードの両端の電圧が 2倍になる。図 2において電流 ID＝0.25〔A〕
のとき、電圧VD＝1〔V〕であるので、2個直列に接続した場合、電流 ID＝0.25〔A〕の
とき、電圧VD＝2〔V〕になる。この条件を満たす図は選択肢３である。

I

I 8 I 44〔kΩ〕8〔kΩ〕
12〔V〕 3〔μF〕

A R 4〔kΩ〕B

D

C
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問題
番号 解　　説

A-8 電力増幅度Aは次式で表すことができる。

A＝
voic ……①
viib

vi＝hieib、vo＝icRL＝hf eibRL、hf e＝ic/ibであるので、式①は次のようになる。

A＝
voic ＝

hf eibRL×ic ＝
hf eRLhf e ＝

hf e 2RL

viib hieib×ib hie hie

「電力」増幅度を表す式であることに注意。

A-11 誤っている選択肢を正しくすると、以下のとおり。
５　選択性フェージングの影響を受け「にくい」。

A-15 帯域幅B、尖鋭度Q、中間周波数 f 0の関係は次式になる。

Q＝
f 0 ……①
B

（1）式①を変形すると、B＝
f 0 となる。帯域幅Bは尖鋭度Qが一定ならば、中間周波
Q

数 f 0を「高く」選ぶほど広くなる。
（2）式①を参照

（3）B＝
f 0 より、帯域幅Bは尖鋭度Qが一定ならば、中間周波数 f 0を「低く」選ぶほどQ

狭くなり近接周波数選択度を向上させることができる。

A-17 入力の上側が＋のとき電流は D4→R→D2の経路で流れる。入力の（上側が－）（下側
が＋）のとき電流は D3→R→D1の経路で流れようとするが D1が断線しているので流
れない。よって選択肢 2の波形になる。

A-18 誤っている選択肢を正しくすると、以下のとおり。
４　実効高は、ループの面積及び使用する周波数に比例し、「巻数に比例する」。
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問題
番号 解　　説

A-20 fm＝ f c secθに与えられた数値を代入して secθを求める。
15＝9 secθより、

secθ＝
15
＝

5
……①

9 3

secθ＝
1
より、

cosθ

secθ＝ 1 ＝ 1 ＝ 3 ……②
cosθ 5

3
5

式②とピタゴラスの定理を利用すると、
AH＝300〔km〕なので、BA＝500〔km〕、BH＝400〔km〕　　となる。
よって、跳躍距離の値は、

BC＝2BH＝2×400＝800〔km〕

A-24 内部抵抗が無限大の電圧計で ab間の電圧を測定すると、次のようになる。
回路を流れる電流 Iは、

I＝
V

……①
R1＋R2

ab間の電圧Vabは、

Vab＝IR2＝
R2V ＝

100×10 3×60
＝

6000
＝20〔V〕 ……②

R1＋R2 200×10 3＋100×10 3 300

内部抵抗が 900〔kΩ〕の電圧計で ab間の電圧を測定すると、次のようになる。
ab間に 900〔kΩ〕の抵抗が挿入されるので、ab間の抵抗Rabは

Rab＝
100×10 3×900×10 3

＝
90000×10 6

＝90×10 3〔Ω〕 ……③
100×10 3＋900×10 3 1000×10 3

ab間の電圧Vabを求めるには、式②の R2を Rabに置き換えて計算する。

Vab＝
RabV ＝

90×10 3×60
＝

5400
≒18.6〔V〕 ……④

R1＋Rab 200×10 3＋90×10 3 290

式②と式④より、誤差は
20－18.6＝1.4〔V〕

B-4 誤っている選択肢を正しくすると、以下のとおり。
ア　大気の屈折率は、地上からの高さとともに「小さく」なる。
エ　等価地球半径は、真の地球半径を「4/3倍」したものである。
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